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12月17日、第３次原告181人が提訴しました。第１

次822人、第２次571人と合わせて総人数は1574人

（うち18歳未満の子どもが256人）となりました。

～元の生活をかえせ～

2013年3月11日の提訴以来、9回の裁判があり、20

人の原告が意見陳述をしてきました。いずれも自ら

の体験を語りながら、原発事故がいわき市民に与え

た恐怖や被害の実相を真剣に訴えました。中には傍

聴席から嗚咽が漏れる場面もしばしばありました。

弁護団も20種類の準備書面を出す一方、法廷で

意見を陳述してきました。これに対して国と東電の文

書による主張はとんでもないものとなっています。

〈例１〉 国、「原子炉の安全性は…相対的安全性を

前提として一定レベルの安全性が要求されている」

→だから政府として苛酷事故対策を法律で規制して

いなかった。つまり法律違反をしていないし事故を起

こした法的責任はない、と言いたいのであろう。

〈例２〉 東電、今回のような大きい津波は「想定外で

あった」→つまり悪いのは津波であって、東電に責

任はなかったと言いたいのであろう。

〈例３〉 東電、「年間20ミリシ‐ベルト被ばくした場合の

健康リスクは喫煙、肥満、野菜不足など他の発がん

リスク要因によるリスクと比べても低い」→つまり、取り

立てて被害を与えていない、と言いたいのであろう。

（以上三点への反論は裏面参照）

こうした問題を含めて、これからの法廷で弁護団の

本格的な総反撃が強まろうとしていますので、一人

でも多くの原告の皆さんの傍聴と公判が始まる前の

集会参加を心から呼びかけます。

１月１4日(水) 第９回いわき市民訴訟が開かれまし
た。
12時半から八幡神社で開かれた決起集会には、90
名の原告と支援者が結集。デモ行進と傍聴抽選に
は80名が参加し、35の傍聴席を埋めました。

この日は、２人の２次原告が口頭陳述を行いまし
た。

安斉照雄さんは、筋ジストロフィーの病気を抱え
ながら、原発事故前は楢葉町でタクシー会社の勤務
をしていました。仲間にも恵まれ、運転や洗車は大
切な筋肉運動だった。また、丁寧な運転は、地域の
人にも信頼され、高齢者に感謝されていた。原発事
故により会社は閉鎖、解雇された。仕事も見つから
ず、病気も悪化した。

クリスチャンである安斉さんは、「田舎に核施設や
核のごみを押し付け、何事もなかったように都会での
くらしを送ることは、神の御心ではありません。」世界
の唯一の被爆国である日本は、原発から手を引く決
断を勇気ある決断をするときです。と述べました。

氏家裕貴さんは、地元産のおいしい、安心・安全
な魚、山菜などを提供してきた和食店の店長さん。
いわき産のおいしい魚を食べて育った氏家さんは、
勉強のため上京した時に魚を食べ、いわきの魚との
違いに衝撃を受け、そのことなどから料理に興味を
持ちいわきで和食店を開くことを決意、念願の店を
開いた。次第に評判が広がり、他県から５割の客が
来るまでになった折りに原発事故が起き、すべてを
壊した。いわきの海を愛し、海とともにたくさんの人が
豊かな生活を送っていたこと、私のような気持ちでい
る人がたくさんいることを裁判官に分かってもらいた
い。と陳述しました。

二人の原告の陳述は、静かな口調の中にも怒りを
持って国と東電の責任を追及し、傍聴者の感動とこ
れからのたたかいの決意を呼び起こすものでした。

  第10回　3月26日（木）
　　　　    12時30分集合
  第11回　5月18日（月）
                 12時30分集合
  第12回　7月29日（水）
                  9時30分集合予定
  第13回　9月16日（水）
　　　        9時30分集合予定
  第14回　11月18日（水）
                  9時30分集合予定
　　　＊12回からは終日の予定
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現在、役員会が最も力を入れているのが、個々人
が記入するアンケート形式の陳述書の回収です。

封筒に原告の名前を書いてすべての原告にお届
けしましたが、まだ返送されていない方もいます。
万一、用紙が手元に届いていない方は、至急事務
局にご連絡ください。

（ 1面の被告側主張に対する反論 )

〈 例１ 〉
「原子炉の安全性は…相対的安全性を前提と

して一定レベルの安全性が要求される」とは、事
故前まで国民が一度も聞いたことの無い言い訳
である。

国はいつも「絶対安全」と言い続けてきた。例
えば、
◎「原子力発電所では、「安全対策には念には
念を入れる」という考え方から…安全対策が多重
的に講じられており、外部に放射性物質の異常
な放出をもたらすような事故が発生しないよう万
全を期しています。
◎自然災害の対策

原子力発電所は、地震、台風、高潮、津波な
どに対し対策が十分なされています。

（改訂新版 第２２版 通商産業省 資源エネ
ルギー庁公益事業部編集 「９３ 原子力発電
その必要性と安全性」から）

そもそも「安全神話」と「絶対安全」を振りまき、
苛酷事故対策を法律で規制してこなかった国
は、事故発生後に一転して原子炉等規制法を
改正して、苛酷事故対策を法規制の対象にした
のはなぜか。矛盾に満ちた言い訳である。

〈 例2 〉
東電の津波高さの「想定」は１９６６年、第一原

発１号機設置許可申請で３.１ｍであった。その
後５.７ｍに引き上げたが、2002年に国の地震調

査研究推進本部による「長期評価」が出て、第

一原発敷地で１５,７ｍの津波が到来しうるという

計算が可能であった。

2006年には、国・東電による｢溢水勉強会｣で、

第一原発の5号機で10ｍの津波で非常用海水

ポンプが使用不能になること、１４ｍであれば建

屋内に浸水して全交流電源喪失が起り得ること

が判明。

このアンケートは裁判官も「注目している」と言っ
ており、私たちの被害状況を裁判官に伝える極め
て大切な証拠となります。

勝利判決を勝ち取るために必要不可欠なもので
す。何かとお忙しいとは思いますが、急いで記入し
て世話人または事務局にお届けください。

〈 例３ 〉
100ミリシーベルトを超える放射線量は、ガンな

どの健康被害が実証的に認められている。しか
し、100ミリ以下の場合は専門家の間でも意見が
分かれている。国際放射線防護委員会（ＩＣＲＰ）
は、100ミリ以下でも健康被害はあり、しきい値は
なく、被ばく線量に比例してリスクが直線的に増
大する（ＬＮＴモデル）との考え方を示している。

そのリスクは１シーベルト（１０００ミリ）で約5％が
増大すると考えられている。これは、10ミリなら約
0・05％の増大、つまり1万人あたり5人がガンを
発症することを意味する。もちろん放射線による
健康影響は小児の甲状腺ガンだけでなく、各種
固形ガン、心疾患、肝機能障害などが指摘され
ている。

私たちにとって、学者同士の科学論争に必ず
しも関心があるわけではない。「将来、自分や子
ども達に健康被害が出る可能性（リスク）があるか
否か」について、その可能性を指摘する有力な
説が存在すること自体が重大なのである。

今後一生、この終わらない不安を持ち続けるこ
とになる。これこそ重大な精神的苦痛である。

　2008年には東電が「長期評価」を踏まえて試算
した結果、第一原発の敷地南部で15.7ｍとなっ
た。
以上からして、2002年遅くとも2006年には、東電
は予見ができた。

１月１４日(水)第９回裁判で避難
者訴訟原告団の支援者と共に
デモ行進を行いました。
(90人の参加者)

避難者訴訟原告団代表と一緒

に「公正な判決を求める署名」

8,671筆を提出しました。

(３回目)(累計で49,598筆)
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提
出
を
行
い
ま

し
た
。
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提
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。
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届
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取
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。
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カ
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パ
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郵
送
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て
来
て
い
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す
。
あ
る
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「
自
分
し

か
で
き
ま
せ
ん
で
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た
」
と
か
、

「
家
族
の
分
し
か
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ま
せ
ん

が
」
、
と
送
っ
て
き
て
く
れ
ま

す
が
、
非
常
に
う
れ
し
い
限
り

で
す
。
そ
れ
ら
の
積
み
重
ね
が

現
在
の
約
五
万
筆
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え
て
い

ま
す
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も
う
一
回
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。
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な
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ら
。
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ス

原発事故の完全賠償をさせる会･原発事故被害いわき訴訟原告団

「2014年度 総会」をひらきます！

１、日時 ２月１８日(水) 午後６時~８時

２、場所 社会福祉センター（大会議室）

（いわき市平字菱川町1-3 電話0246-23-3320）

３、内容 ①経過報告 ②決算報告 ③方針と行動計画

④予算案 ⑤質疑応答と承認 ⑥その他

多くの会員の皆さんさんの出席をお願いします。

これからの会の活動方針や裁判の進行状態や今後の進み方

などの会員の皆さんのご意見・ご要望をお聞かせください。
弁護団の弁護士も参加されます！

「公正な裁判を求める署名」
1月14日 いわき地方裁判所に第3回目の提出をしました

1月14日現在の提出筆数

49,598筆

左より、金井、早川、伊東、佐藤さん
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取
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大
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被
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戦
後
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借
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、
国
と
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は
、
国

民
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と
暮
ら
し
を
無
視

し
た
経
済
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動
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、

４
大
公
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（
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、

新
潟
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、
富
山
イ
タ

イ
イ
タ
イ
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、
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日
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喘

息
）
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と
す
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数
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公
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の
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国

や
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と
の
交
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や
裁
判

に
訴
え
る
な
ど
の
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し
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業
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の
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反
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す
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ま
き

返
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」
攻
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を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
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し
て

公
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の
被
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者
は
、
「
連

帯
し
て
公
害
の
根
絶
を
」

を
掲
げ
、
大
同
団
結
し
、

一
九
七
六
年
に
第
一
回
公

害
総
行
動
デ
―
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お
こ
な

い
ま
し
た
。

今
年
は
、
六
月
三
日
・

四
日
に
は
、
全
国
公
害
総

行
動
デ
―
が
取
り
組
ま
れ

ま
す
。
ま
た
、
数
あ
る
公

害
被
害
の
中
か
ら
フ
ク
シ

マ
と
ミ
ナ
マ
タ
を
中
心
的

な
課
題
と
位
置
づ
け
て
た

た
か
い
が
組
ま
れ
ま
す
。

特
に
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全
国
キ
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被
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団
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ル
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加
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。

公
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、
無
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な
っ
て

い
ま
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ん
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収
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ん
の
こ
と

被
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救
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、

環
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を
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た
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に
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な
か
ま

の
一
翼
を
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な
っ
て
勝
利

す
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ま
で
た
た
か
い
を
続

け
ま
し
ょ
う
。
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「公害総行動」の人たちと
ともに歩む活動を！

四
〇
年
目
を
迎
え
る
公
害
被
害
者

総
行
動(

公
害
総
行
動)

実
行
委
員
会

DVDの第2弾！
ができました。１枚千円

です。連絡は事務局へ 毎
週
の
よ
う
に
、

視
察
の
案
内
を
役

員
が
し
て
い
ま
す
。

全
国
各
地
か
ら

来
て
言
い
ま
す
。

『
現
地
を
見
な
い

と
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
大
飯
で
す
ね
。

ホ
ン
ト
に
来
て
よ

か
っ
た
。
地
元
で

伝
え
ま
す
。
』
と

い
う
感
想
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。

月
の
第
四
土
曜

日
と
次
の
日
曜
日

を
利
用
し
て
視
察

ツ
ア
ー
を
募
集
し

て
い
い
ま
す
。

全国各地から被災地の視察に

原
発
事
故
被
災
地
視
察
の
案

内
で
使
っ
て
い
る
「
ガ
イ
ド

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
会
員
の

み
な
さ
ん
に
も
お
分
け
し
ま

す
。
一
部
百
円
で
す
。
事
務

局
に
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

弁護団より陳述書を読んだ感想が届きました。
「退職を余儀なくされた方」とか「除染に費用がか
かった方」は、ＡＤＲに請求すれば比較的多くの方
が補償されているから、積極的に利用してはどうか、
と。相談がある人は、事務局に連絡をください。

ADRに賠償を申し込みしてみませんか


